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埼
玉
県
伊
奈
町
と

埼
玉
県
伊
奈
町
と

  
友
好
都
市
を

友
好
都
市
を
締
結
締
結

親
子
二
代
で
地
名
の
由
来
に

【
埼
玉
県
伊
奈
町
】　

　

埼
玉
県
伊
奈
町
は
、
徳
川
家
康
が

関
東
入
国
し
、
の
ち
に
代
官
頭
を
勤

め
た
伊
奈
忠
次
公
が
行
っ
た
関
東
地

方
の
勧
業
治
水
に
貢
献
し
た
功
績
に

ち
な
ん
で
伊
奈
町
と
し
ま
し
た
。

　

伊
奈
忠
次
公
は
、
小
室
郷
（
伊
奈

町
大
字
小
室
）
に
陣
屋
を
構
え
て
関

八
州
の
天
領
を
治
め
、
検
地
の
実

施
、
中
山
道
そ
の
他
の
宿
駅
の
整

備
、
加
納
備
前
堤
、
川
島
大
囲
堤
を

築
堤
す
る
な
ど
、
関
東
各
地
に
わ

た
っ
て
、
治
水
・
土
木
・
開
拓
な
ど

の
事
業
を
行
い
、
大
き
な
功
績
を
挙

げ
ま
し
た
。

【
つ
く
ば
み
ら
い
市
（
旧
伊
奈
町
）】

　

伊
奈
忠
次
公
の
次
男
で
父
と
同
様

に
代
官
頭
を
勤
め
た
伊
奈
忠
治
公
の

功
績
に
は
、
利
根
川
の
東
流
工
事
、

小
貝
川
と
鬼
怒
川
の
分
流
工
事
、
小

貝
川
３
大
堰
と
呼
ば
れ
る
福
岡
堰
・

岡
堰
・
豊
田
堰
の
築
造
が
あ
り
ま
す
。

　

特
に
著
名
な
の
が
小
貝
川
と
鬼
怒

川
の
分
流
工
事
で
、
こ
の
結
果
、
谷

原
（
や
わ
ら
）
と
呼
ば
れ
て
い
た
湿

地
帯
が
開
拓
で
き
る
よ
う
に
な
り
、

「
谷
原
三
万
石
」
と
い
わ
れ
た
広
大

な
美
田
地
帯
が
誕
生
し
ま
し
た
。
旧

伊
奈
町
（
現
つ
く
ば
み
ら
い
市
）
は
、

こ
の
功
績
に
ち
な
ん
で
伊
奈
町
と
し

ま
し
た
。

共
通
す
る
発
展
環
境

　

両
市
町
は
、
首
都
圏
近
郊
に
あ
り
、

鉄
道
沿
線
整
備
に
伴
う
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
、
急
速
に
発
展
を
遂
げ
て
い

る
ま
ち
と
い
う
共
通
点
が
あ
り
ま
す
。

　

伊
奈
町
で
は
、
大
宮
・
上
尾
・
伊

奈
の
３
地
域
の
沿
線
地
域
住
民
の
足

と
し
て
、
埼
玉
新
都
市
交
通
伊
奈
線

が
導
入
さ
れ
、
沿
線
地
域
発
展
の
原

動
力
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

つ
く
ば
み
ら
い
市
で
も
、
つ
く
ば

エ
ク
ス
プ
レ
ス
の
開
業
に
伴
う
沿
線

整
備
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
、
地
域

発
展
を
遂
げ
て
い
ま
す
。

　

両
市
町
は
、
伊
奈
忠た
だ
つ
ぐ次
公
・
忠た
だ
は
る治

公
親
子
ゆ
か
り
の
地
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
平
成
６
年
か
ら
両
商
工
会
を
通

じ
て
友
好
を
深
め
、
こ
れ
ま
で
交
流

を
積
み
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　

東
日
本
大
震
災
を
き
っ
か
け
に
人

と
人
と
の
絆
の
大
切
さ
を
再
確
認
し
、

こ
れ
ま
で
両
商
工
会
を
通
じ
て
重
ね
て

き
た
交
流
を
、
市
民
全
体
に
つ
な
げ
る

た
め
友
好
都
市
提
携
協
定
を
締
結
し
ま

し
た
。
両
市
町
は
、
さ
ら
な
る
友
情
と

信
頼
を
深
め
て
い
く
た
め
、
産
業
・
観

光
・
教
育
・
文
化
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

面
で
交
流
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
さ
ら

に
は
、
今
後
、
東
日
本
大
震
災
の
教
訓

を
活
か
し
、
大
規
模
災
害
時
に
お
け
る

相
互
応
援
体
制
を
整
え
、
市
民
の
安
全

な
生
活
を
目
指
し
ま
す
。

調
印
式
で
の
片
庭
市
長
の
あ
い
さ
つ

　
「
友
好
都
市
締
結
を
契
機
と
し
て
、

産
業
、
観
光
、
歴
史
、
教
育
、
文
化
、

芸
術
な
ど
幅
広
い
分
野
で
よ
り
一
層

交
流
が
進
み
、
災
害
時
に
は
相
互
に

支
援
で
き
る
よ
う
一
層
の
信
頼
を
築

き
、
友
好
と
交
流
の
輪
が
広
が
る
こ

と
を
大
い
に
期
待
し
ま
す
」

調
印
式
で
の
野の
が
わ川
和か
ず
よ
し好
町
長
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
い
さ
つ

「
当
伊
奈
町
に
と
っ
て
初
め
て
の
友

好
都
市
提
携
は
、
や
は
り
つ
く
ば
み

ら
い
市
と
考
え
て
い
ま
し
た
。今
後
、

さ
ま
ざ
ま
な
視
点
で
交
流
の
促
進
を

図
り
つ
つ
、
ど
こ
よ
り
も
親
し
い
、

お
互
い
に
頼
れ
る
関
係
を
築
い
て
い

け
れ
ば
幸
い
で
す
」

　つくばみらい市と埼玉県伊奈町の友好都市
提携協定調印式が1月17日、伊奈町役場で行
われました。
　片庭市長と野川町長は調印後、友好都市締

結の記念として、つくばみらい市からは市の
木である「桜」の苗木を贈り、伊奈町からは
町の花である「バラ」の苗木が贈られ、親交
を深めていくことを誓いました。


